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研究成果の概要 

 

① 近年、p波対称性を持つ磁性体が着目されている。p波磁性体と界面の接合系を考えると反

転対称性の破れからラシュバ相互作用が誘起される。この系で、トポロジカル絶縁体が出現

する事を示した。p 波磁性体の磁壁に局在する Jackiw-Rebbi 状態を解析的に求め、磁壁に

局在する境界状態が帯電する事で、磁壁を電気的に制御・駆動できる事を示した(1)。更に s

波超伝導体と接合する事で、トポロジカル超伝導体を実現できる事を示し、マヨラナ状態を

議論した。 

② 電気回路や光学系などで非線形トポロジカル相の研究が進展している。トポロジカル絶縁体

の典型的な模型である SSH 模型に非線形性を導入した模型を考え、トポロジカル・エッジ状

態に対する非線形性の影響を調べた。その結果、トポロジカル・エッジ状態が空間方向に沿

ったカオスを示す事を発見した(2)。 

③ 光学系では光学格子を空間方向に滑らかに変化させる事でトポロジカル境界状態をポンプ

する事ができる。十分に遅い断熱極限では、このポンプは量子化する事が知られていた。こ

の系にゲインとロスによる非エルミート性と Kerr 非線形性を導入する事でより高速な非断熱

領域でもポンプが量子化する事を示した(3)。 

④ MEMSを座屈させる事で双安定な状態を作成し、これを二値状態と見なす事で、イジング模

型を実現できる事を理論と実験によって示した(4)。 

⑤ 相互インダクタンスによって結合されたキャパシタンスの一次元系が SSH 模型になる事を示

し、トポロジカル・エッジ状態をインピーダンス共鳴によって観測した。系がトポロジカルかトリ

ビアルかでパワー伝送に違いが現れる。これらを基にトポロジカル・エッジ状態を高速通信

に応用するトポロジカル 5G技術やトポロジカル・ワイヤレス通信、トポロジカル・パワー伝送と

いう諸々の新規概念を提案した(5)。 
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